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網野地帯の水質並びにその庭理に

　　　　　　　　　　（その1）低爆地帯の水

關する研究

質

　　岡　　本　　　剛

　　大　　臓　　　武

Vli｛禾騒2S肉三9月301遷　受闘1）

Chemical　1）roperties　and　Treatment　of　Peaty　XVaters

　Go　OKA＞fo’re

1監akeshi　OK｛．アRA

Abstract

　　　Chemical　water　analyses　were　carried　out　on　about　100　samples　of　peaty　waters　in

Hokkaido，　and　it　was　found　that　the　contents　of　organic　matter　and　k’on　are　especially　so

high　and　there　exists　parallelism　between　the　contents　of　these　substances．　．

　　　rl’his　relation　is　considered　as　one　of　the　remarkable　characters　of　peaty　waters・

　　　Removal　of　these　snbstances　from　peaty　waters　is　very　important　especially　in　Hok－

kaido，　not　only　as　an　industrjal　but　also　as　drinking　xvaterE，　biit　this　problein　is　con－

siderablly　difficult　since　iron　i．　s　combined　with　organic　fnatter．

　　　Almost　petfect　removal　o£　iron　〈to　O．05　p．p．m．）　in　peaty　waters　was　obtained，　by

extending　the　method　of　“electrolytic　removal　of　silica　in　waters”　which　have　orjginally

woi’ked　by　authors，　and　moreover　there　found　some　excellent　features　in　this　method

such　as　the　remova玉◎f　other　ingredients，　the　simpleness　of　the　operation，　Iow　cost　etc．

§緒 論

　　　我國に：於ては諸外國1こ比べて工業用水の封稔1⊂される自然水は概して良．質であるが，木道

ぽ本州に比べて非常に悪質のものが．多い。例えば．．火．山堅地がlllt”範制にわたる爲地表水，地下水

護←一・般に珪酸の含量が高く，その爲ボイラー水として諸種の障霧がある。この様な水の虞理法

としては己に「電解腱珪法」として基礎研究の結果を報告し，1＞叉3三菱化成黒崎工場に於て實施

さ」1’した中r｝おユニ業イヒ誕鴫魑翁に二もお樹足な結果力．§手琴られた。

　　　叉より蚤夜要な；．堺題は疹肇随貸組にわたる泥拶之，　草炭地｝幣（以後このネ淡な圭池毅事を：　「で氏ミ熱圭也賓鴇　と

i呼ぶ）の自然水である。本遁：に湿ては殆んどその低地の全域にわたってこの低漁地帯が鑛がり，

中でも勇扮1｝地方等に於ては泥炭層及び．火山次縢が幾暦も重なって推積している。この低1熱地帯

の水は二：1二業用水としても，父飲用フkとしても共に極めて良くないので，二三の代表的低漁地帯

につV・てフk至愛の：研づ覧を博『ナV・，　その牛舗致を舜弱力、にして7」く、虞．糞填の…纂礎窒羽…il・と正〆た。
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　　　　　　　　　　　　　’SS低潔地帯の水質について

　　岡本，香山，大士奪の行ったイll狩川水系その他の河川の水質調査研究9）によれば，河川が

低漁地帯或は火山友素雪事に流入すれば，その質に署しV・二化を生する。特に低漁地帯即ち石狩

川本流に於ては瀧lii，砂川附近より，叉千：歳川江旭川水系に於ては長沼附近よりその水質が著

しく悪化した。例えば，

　　｛！｝蒸獲残渣が著しく櫓火する。

　　｛2｝pHが幾分低下する。

　　図有機物及び織の含量が著しく塘翻し，極端な場合には零露を皇する。

　　囲　Ca，　Mgの量も幾分塘外する。

　　〔5｝硫酸鞭，二化二等は幾分減少する。

　　（6）酸素の含最も減少する。

　　この結果から低漁地蜷の水の悪質なことが推定されたので，代表的な低漁地帯のノK質を多

数の側について分析した。試料ば石狩郡？iな別町及び附近の墨家農家の地下水並びに地表水約40

個所，栗由町の地下水約20個所，勇佛地方の地表水約10｛；lll所，並びに旭川市郊外の鷹栖イこす一．・

帯に於ける地下水約40｛固所等について探水した。水の分析は常法によった評

　　その中で悪い水の数例につ、・て分析結果を第1表に示す。高等の例が低漁地摺事の水の特質

　　　　　　　　　　　　　　　　　第　　1　蓑

（當 朋） （勇　　手口）

酉小川　1を岡家．有澤家三毛工．揚高橋家　美h．　JTI；安芋川
剰覗ト戸井戸　井戸井　戸井戸．粥戯橋）（早來）．

　　　栗罫k｝g∫

ウ1・ナ　小林家
イト沼r 茶g　戸

…　　　…　一　　旧　…　　一　．閲　「　t　t　．’　　　一　一　圃　．㎜　一　　．　　　．L　　　　　　罰　　　　　　　　　　　．

　温　　　　度　℃　　　il．

　電氣抵抗（920QC）　　　　　　　　　2，SOO
　Iく王》〔nO崎1！∫望～量mg／L　　　　玉8，8

　蜷　素Cl　mg／L　SS。0

硬　　度　。（オff　　　　　3．0

　封…　　　酉費Si～）2　mg／L　　　］9・0

　硫　酸SO4　mg／L　　　　　　　　　S3．O

ll。￥∵罵

　　　蟄1：二　二1

蒸爽残浴mg／L｝733．・
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i　　　　〔　　　　｝　　　　r’

．15 塩P。μ劉王32

馴澄1隣隣
　　　　2，000　　　　　　｝2・90013・0002，000

し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ
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　　　　　　ミ　　　　　　　
13．9，　・L捌　4」｝鉱4
　　　　　　　　　　　　　　
　24・0　14・o｝％・0　28・o

　　　　　　　　玉4．7　109．0　1　16．O　l　22．4

　＋　　＋＋1　＋　i
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一一e

一ト
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　　1
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一　　i　一

一＿
　　12S．1　i　3tst．9

s．o　1　e，，s

I．2　1　O．6
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6．2　1　4．0
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　5．4
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72．0



3 低灘騰の4頃並Z］‘’・tこその麗環欄する研究（その1） 139

を良く代表している様であるが，要約すれば

　　（1）蒸獲残i渣が非常｝c多v・，約800mg／しに及ぶ。

　　（2｝特に有機i物の含彙が大きい，蒸獲痴話の重量の70％が灼熱によって減少した例があ

る。

　　C31右機物はマ1三にフミン酸と老えられ，その爲pHが幾分｛ik　Ln。　pll　5附近のものが数多

く見出された。

　　〔4・〕餓の含量も極めて多く，鷹栖村の例では30～4．O　ppmに及ぶものも数例認められた。

　　（5｝NHs＋，　NOゼ，　NOゴ或場合はH，S等が認められる。

　　（6｝一・一・般に地表水に於てさえ酸素の含量が非常に少ない。即ちこの様な特徴ぽ用水として

は悪質であり，特に飲料水としては本邦の上水判定の駐切畑に達する例は殆んど皆無である。又

工業用水としても極潔）て不利である。

　　　　　　　　　　　　　　§低潔地帯の水質の特徴

　　各成分の相姦關係について考察した。その結果比例的關係の見られるのはCl一泊獲残渣，

並びに有機物一面である。C1一蒸凡慮澄の比例lil勺關係は一・般の自然水に認められるものである

が，有機物一鐵の關係ぽ通常の自然水に見られなV・全く低1熱地帯の水に特有の性質と考えら才し

る。低漁地帯の水に於てこの糠に鐡血温とイ∫機i物含量が和作うことの原因は甚だ滋味あること

で，大虚は之に試して一・秤：の模型的寛1瞼をそ九って考察した。

　　先ず第一．一に有機物含∫i！二の少ない時と多い時とで共存する織の歌態は，如何に異るかと云う

醐題について数多くの測定を行った，即ち從來磯然水中の垂1勲ま重淡酸第一・鐡のジ杉で溶存し，一一・

部ぽ察氣酸化を受けてノ1〈酸化第二鐡のコTaイド又は粒子として存在するとされているので，こ

の欺態に封して有機物が如何に影薄饗を例えるかを問題にした。

　　そこで鐡の粒度を調べる爲に：，原始的な方法ではあるが孔の大きさの異る濾過齊1で濾過し

て孔を通過する分量を調べた。濾過齊磁びに濾過の方法は角ノ彊表の如くである。

　　又水中の鐵は非常に縫化し易いので採水直後
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第　　2　表
の水或は時覇の経過した水回について比較した。’1）

　　叉灘醜鰍瀧があるので馳諒して　濾過捌知窪．努惣
；鮒CCの試糊・舗過して嚇飽灘瓶轍…．l」聾蘇繍「…”9・．、屍勲、隠…

の關灘取って分榊寒した．　　　N・．・c一■・巨〃
　　伽分析方法は約1N搬のHC1醐，にし　N・・　・”〃i・・6　i　’i〃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　o．3－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5％コロジオン膜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　加1腿濾・過

て煮沸・K漁q酸化～脚後NH・CNSのi琳を　…　ア・i一陣氣翻
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　j　　　　　　　　　　　］湘えて；二色せしめ，常法で比色した。N璃CNSの

溶液は攣質し易く，この爲に結果が小さく1｛1ることを認めたので特に固休を使用レてこの問題

を解決した。数多くの自然水について測定したが，その一・：部を第3表に示す。
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第 3 表

試 水 性 行

原　7s．［（原水中騨9り、畠遡

・・m・外山糊N…｝N・・｝ち㌢

　　　　　　　　　　　　　　　1
棚噛双灘賭）P零蟹5h，、後

1｛篇耀i撫翻
荏．2

1．1

4．6

jor．e

O．6

2．1

．1　．3

70

4．0

70

E9

40

40．7

27．0

54

，’O7

64

49

40

59c

40

32

3：三

24

31

16

16

．D4

嬢

13

12

　　第3表の結果から結論されることは，低漁地帯のフK中に存在する鐵の粒子縄が比較的小さ

いと云うことである。これは低漁地帯の水が三セにフミン酸よりなる有機物を多量に含み，之が

鐡コμイドに下して一種の保護膠質として作用し，叉は一種の錯鷺を生成して，轟）水中の鐡の凝

聚による粒子の成長を妨げ，その爲小さV・粒子の歌態で安定に存在すると設明される。

　　この推定は模型門下験によって誰明しうる。例えばi次の如く實験した。

　　砂糖を原料として合成したフミン酸を微量添加した地下フk（かすかに下色が見られる雅度）

に鐡板を入れて二日閲放置し，上澄中に溶ljlした回目の状態を同様に：濾過剤で露葭過した。その結

果鐡の粒子径は非常に小さく，第3表とほぼ同一の傾向が認められた。

　　どの現象は叉次の様な野晒からも志すけられる。即ち著者等が學大香山敏授季享と共に研究

した多数の河川に於ては，低濃地帯を通る場合（例えば江別川）IC流れに伴って鐡の含量がど

んどん増干して行くが，河川の上流の如く有機物含量の非常に少ない時（例えば豊『三川上流）は

硫化鑛鑛出の排フk（鐵の含量が面白mg／しに達するもの）が流入しても数百米流れれば鐵が河

床に沈積して上流と殆んど同一含量に減少してしまう。lしの現象は明かに低漁地帯よじ供給さ

れるフミン酸の保護作用等によって，鐡の粒子が安定に浮遊している爲に起ると推定される。

　　研究に：關し種々御助言戴いた北大理太秦，學大香山函教授に謝意を捧げる。叉低回i地帯の

水質の分析に御協力戴いた後藤，大竹，森田の諸氏に厚く感謝する。
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